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今回、ぶらりなんたん初の女性案内人。明るく笑顔の素敵なフロント係の名所
千晴さんに、お風呂や宿泊部屋、別棟のかやぶき民家など、次々と施設を案内し
ていただきました。河鹿荘に勤められて、まだ１ヵ月余りとのことでしたが、施
設の魅力や見所をしっかりおさえて紹介してくださいました。美山町自然文化村
では、マイナスイオンを全身で吸収する芦生の森ハイキングや野草・薬草教室、
清流での鮎まつりや四季折々の美山を写す撮影会など、年間を通してさまざまな
企画を行っているとのこと。「やすらぎと充実を求めて、ぜひお越しください」

（財）美山町自然文化村河鹿荘
TEL 77－0014／FAX 77－0020

◆住所：南丹市美山町中下向56番地
◆交通：府道19号線を美山方面へ。神楽
坂トンネルを通過して、上平屋を右折（国
道162号）し、安掛を左折。府道38号線を
川沿いに進み、かやぶきの里を越えて2～
3分。JR園部駅からの南丹市営バスもご利
用いただけます。
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フロント係 名 所　千 晴 さん

▲安らぎの空間、吹き抜けのロビー

「いらっしゃいませー」
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